
 4歳のとおるくんのパパたくやさんは、3歳のかけるくんのパパかずきさんと近くの子育て支援センター
に遊びにきました。元気に庭で遊んでいた子供たちでしたが、三輪車の取り合いが始まりました。
「あっ、ぼくが使っているからだめ︕だめだってば取らないで︕」
と、とおるくんは叫びながらかけるくんをたたいています。
「とおる︕なにをやっているんだ。やめなさい︕」
急いでかけよるたくやさん。かけるくんは大きな声で泣き出しました。
「とおる︕またなのか︕謝りなさい。ごねんよ、かけるくん。三輪車使っていいよ。とおるは大きいの
だから、たたいたらいけないよ。謝りなさい︕ごめんね、かずきさん。」
ついに、とおるくんまで手足をばたばたさせて、大きな声で泣き出してしまいました。かずきさんは、
「たくやさん、気にしなくていいですよ。かける、大丈夫だよな。えらい、もう泣いていないね。
強いね。いい子だね。」
とかけるくんの顔を優しくのぞきこみました。

たくやさん

かずきさん

たくやさんはどのように対応したらよいでしょう。グループで話し合ってみましょう。

 子供が成長していく過程の中「ほめられること」「叱られること」で、その行為が「よいこと」なの
か「いけないこと」なのかを学んでいきます。しかし、その効果や方法を考える間もなく感情にまかせ
て怒ってしまった・・・ということはありませんか。
 今回は、「ほめることと叱ることの意味」とその「効果的な方法」を考えてみましょう。



かずきさんの対応はどうですか、話し合ってみましょう。

家庭教育振興協議会「ハンドブック」
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① グループの話し合いの中で、参考になった意見はありましたか。

② みなさんの話を聞いて感じたこと、気づいたことは何ですか。


